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代表　村 上　　誠
携帯 080-6045-9913
〒989-6306　大崎市三本木新町二丁目2-7

屋根・外壁の塗装 雨どいの修理 など《見積無料》
地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします

■南谷地地区■南谷地地区■南谷地地区

■南新町地区■南新町地区■南新町地区

■新町地区■新町地区■新町地区

「百才体操」再開しました！！
　新町区では、7月3日（金）に「高齢者の集い」を開催し、18名が参加
しました。コロナウィルス感染拡大防止の為、休止していたことから、
久しぶりの再会に会話もはずみ楽しい会食となりました。
　7月6日（月）には、休止していた「百才体操」に25名が参加しました。
新しい生活様式を取り入れて、1、2、3 の掛け声は、小さな声で。久し
ぶりの体操に汗を流しました。

　7月11日（土）、南谷地行政区へ防災士を招き、地区防災担当
者と地域の特性を考えながらハザードマップ、水害などについて
学び、地区の防災マップ作成について意見交換を行いました。
　また防災倉庫の点検も行い、防災士から防災機材、用品を各種
イベントで使用しながら扱い方にも慣れていくことや、防災担当
者内での防災機材、備品の情報共有が必要などアドバイスをいた
だきました。
　南谷地行政区では近年の豪雨、台風被害を勘案し、「水防班」
を新設しました。また防災担当者に看護師や水門担当者、防犯実
働隊など実務を経験してきたメンバーを加え、多角的に防災につ
いて検討、対応できるようにしました。

▲4月5日（日）に行われた恒例の廃品回収
　子供会の2年生～6年生親子58名が参加
　しました。

5月7日（木）、笑友会による除草作業が行われま
した。
6月13日（土）には、32名が参加して、コミュ
ニティセンター花壇とプランターへ、マリーゴー
ルドとベゴニアの花植え作業が行われました。

▲
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南谷地行政区で防災会議が行われました南谷地行政区で防災会議が行われました南谷地行政区で防災会議が行われました南谷地行政区で防災会議が行われました南谷地行政区で防災会議が行われました南谷地行政区で防災会議が行われました
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　5年前の台風18号や昨年の台風19号など大雨による被害は三本木
地域にも大きな爪痕を残しました。今までの地震中心の防災マップ
から水害の際にも対応できる「地域防災マップ」の作成が必要との
思いからチャレンジ事業へ申請しました。
　三本木川北地区は標高差が１ｍのところもあり、国道４号線、県
道涌谷三本木線、鳴瀬川左岸堤防に囲まれています。その為、特に
内水氾濫が起きやすく、指定避難所までの経路についても先の大雨
の際には冠水して通れない箇所もあったことから、標高をマップに
示し、自宅からの避難経路を事前に把握することが大切と考えました。

　7月11日（土）、大崎市図書館多目的ホールにて大崎市地域自治組織活性事業交付
金チャレンジ事業審査会が行われ、三本木まちづくり協議会から申請した「地域防災
マップ作成」事業について地域性、計画性、発展性などが審査され、採択されました。
　「地域防災マップ作成」事業は三本木のモデルケースとして実施し、地区の防災会
議での意見、提案なども組入れて完成させ、運用など検証し、他の地区へと展開して
いきたいと考えています。審査委員長からは「様々な人々を巻き込んで作り上げ、三
本木、大崎市へと展開してもらいたい。また防災マップを充実させ、さらに防災意識
を高めてもらいたい。」という講評をいただきました。

■令和２年度の事業計画

●三本木地域の情報発信で「広報さんぼんぎねっとの発行」及び「ホームページ」の更新
●部会活動における連携支援
●新世紀公園クリーン活動（まち協委員で行う）
●新成人へのお祝い等（例年通り）



協賛広告

▲赴任した日役場で

▲着任した日アパートで

▲友人数名と富士山に登りました

▲来日したご両親

▲着任した日アパ トで

▲赴任した日役場で

▲友人数名と富士山に登りました

▲来日したご両親



▲ご両親の歓迎会滞在していたリラさんと

▲三本木夏まつり、古川のALTと

▲送別会教育委員会の皆さんと

▲英会話クラブのメンバーと歓迎会▲英会話クラブのメンバ と歓迎会



人　口 ７，６７１人（－１７）
　男　 ３，８２３人
　女　 ３，８４８人
世帯数 ２，７１１戸（　＋８）
　　 （　）は前月との比較

令和２年７月１日現在

夏まつり・イベント中止のおしらせ 七夕気分を楽しんでください！

　ゴミのないきれいな三本木をつく
るためみんなで地域の清掃を行う
「クリーン大作戦」を開催します。
　皆様のご協力をお願いします。

◆日　　時　８月２日（日）
　　　　　　午前６時から（小雨決行）　
　　※行政区によって日時の変更等がありますので
　　　ご確認ください。
◆集合場所　各行政区長が指示する場所
◆清掃箇所　行政区内の道路、公共用地の周辺など
◆主　　催　 三本木公衆衛生組合連合会
（事務局／三本木総合支所地域振興課 ☎52-2111）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、三本木
地域・大崎市内の夏まつりやイベント等が中止となっ
ております。

　６月３０日（火）、三本木総合支所正面玄関に三本
木地域婦人会が製作した七夕飾りを展示しました。
　婦人会約７０人が一羽一羽に新型コロナの早急な終
息を願って製作したものです。

　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として、国
民１人あたり１０万円を給付する特別定額給付金を受
けるには申請が必要です。
　申請期限が迫っております。まだ申請をされていな
い方は、お急ぎください。
◆申請期限　８月１１日（火）　
◆申請方法　　
　　①返信用封筒（切手不要）に申請書と添付書類を
　　　入れて郵送
　　②マイナンバーカードを持つ世帯主がオンライン
　　　申請（署名用電子証明書の暗証番号が必要）

※欄内の月日は開催を予定していた日


